
　　

COVID-19に関するアンケート結果

■アンケートにおける「COVID-19患者」とは、COVID-19(に関する検査で)陽性となり隔離など

の感染対策が必要な期間中の患者を指します

■感染の流行状況により入院受け入れや言語聴覚士の介入の有無が変化すると思われますので、

現時点ではなく過去に一度でも入院受け入れや言語聴覚士の介入があった場合はその時の状況や

様子についてお答えいただいております

【調査対象】

　病院（急性期、回復期、療養型、地域包括ケアなど）や診療所など入院病床のある医療機関

■各質問において、「その他」として記述していただいた回答は、結果のグラフに組み込めるも

のはそのように集計し、文字数などの都合によりグラフ内に含めることができないものは「その

他の回答」として記載しております

【調査期間】

　令和4年2月4日～2月24日

【アンケートの構成と回答数】

COVID-19患者に対する

言語聴覚士の介入

COVID-19患者の

入院受け入れの有無

全 体
有効回答

41施設

入院受け入れあり

32施設

直接的な介入あり

10施設

間接的な介入のみ

11施設

介入なし

11施設

入院受け入れなし

9施設

※追加の質問なし



【全体への質問】　回答数：41
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

患者ごとに手洗いや手指消毒を行う

3密を避ける

職員の健康状況を毎日確認する

職員が体調不良時に休みをとりやすいよう配慮されている

入院と外来、病棟など配属を固定し、複数の場への行き来を減らしている

時差勤務を実施している

担当者の代替え（代行）を行わない

黙食

臨床以外でのマスク、ゴーグル、フェイスシールドなどの装着

常に換気

教材やおもちゃの使用後の消毒、こまめな清掃

会議やカンファレンスの中止や簡略化

スタッフルームでのパーティション使用

入院、外来は同じ時間には行わない

臨床では常にN95マスク、ゴーグルを装用

問1．所属機関や部署において通常業務で実践している感染対策
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関連学会や協会などからの情報

テレビや新聞などマスメディアからの情報

他施設からの情報

(学会や協会以外の)SNS、ホームページ、ブログなどインターネットからの情報

書籍や文献

厚労省の発表

問2．所属部署や個人において感染対策として参考にしているもの

（感染対策チームなどを含めた所属機関からの情報や通達以外のもの）
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0 5 10 15 20 25 30 35

COVID-19流行前から変わりなし

疾患や障害、訓練内容により制限

リハビリテーションの必要性により制限

発熱の有無により制限

問3．リハビリテーション対象患者(COVID-19ではない患者)の介入制限

その他の回答：

・制限はしていませんが、COVID-19 患者に介入することによって時間的な負担があるので、担当患者に行けない日も多くなります。制

限はしていないけれど、実質的に介入頻度が減っている状況です。
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0 5 10 15 20 25

COVID-19流行前から変わりなく行っている

行っているがCOVID-19流行状況により中止している時期がある

件数を減らして行っている

COVID-19流行により外来リハビリテーションを無期限で中止にしている

元々外来リハビリテーションを行っていない

患者側からのキャンセル増加

リハビリテーション科内で陽性者が出た場合は数日間中止

問4．外来リハビリテーションの状況
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COVID-19流行前から変わりなく行っている

元々VEを行っていない

行っているがCOVID-19流行状況により中止している時期がある

件数を減らして行っている

VEに立ち会う言語聴覚士の人数を減らしている

もしくは言語聴覚士は立ち会わないようにしている

COVID-19流行によりVEを無期限で中止にしている

VE前にPCRを実施

入院からVEまでに一定の期間を設けている

VEに立ち会う際の感染対策の強化

COVID-19患者は隔離期間中は実施しない(必要であれば隔離解除後に実施)

問5．嚥下内視鏡検査の実施状況
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0 5 10 15 20 25 30

COVID-19流行前から変わりなく行っている

元々VFを行っていない

件数を減らして行っている

VFに立ち会う言語聴覚士の人数を減らしている

もしくは言語聴覚士は立ち会わないようにしている

行っているがCOVID-19流行状況により中止している時期がある

COVID-19患者は隔離期間中は実施せず(必要であれば隔離解除後に実施)

COVID-19流行によりVFを無期限で中止にしている

問6．嚥下造影検査の実施状況

あり

32 (78%)

なし

9 (22%)

問7．所属機関におけるCOVID-19患者の入院受け入れの有無

あり なし



【COVID-19患者の入院受け入れがある医療機関】　回答数：32
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COVID-19患者専用病床

集中治療室（ICU）・高度治療室（HCU）

感染症病床(COVID-19患者以外の感染症患者も受け入れている病棟の病床)

一般病床

回復期リハビリテーション病床、地域包括ケア病床

療養型病床

問8．COVID-19患者を受け入れている病床の種類

その他の回答：救命ICU（術後ICUとは別の病棟）

直接的な介入あり

10 (32%)

間接的な介入のみあり

11 (36%)

介入なし

10 (32%)

問9．COVID-19患者に対する言語聴覚士の介入方法

直接的な介入あり

間接的な介入のみあり

介入なし

（患者と対面したリハビリテーションの提供）

（患者と対面でのリハビリテーションは実施していないが個々の症例について

の相談に応じる、映像をモニタリングしケアなどのアドバイスをするなど）



【直接的な介入ありの医療機関】　回答数：10

　※COVID-19患者に対し、言語聴覚士が対面したリハビリテーションを提供している医療機関

6～10名

7(70%)

3名

1(10%)

5名

1(10%)

11名以上

1(10%)

問10．在籍する言語聴覚士(非常勤・時短勤務など含む)の人数

6～10名 3名 5名 11名以上

1名

3(30%)

2名

3(30%)

4名以上

3(30%)

3名

1(10%)

問11．COVID-19患者を担当する言語聴覚士の人数

1名 2名 4名以上 3名
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摂食嚥下障害

音声・構音障害

高次脳機能障(失語症を含む)

発達障害

人工内耳、顔面神経麻痺など

問12．言語聴覚士が介入するCOVID-19患者の主として言語聴覚療法を施す

対象となる障害

1～3人

9(90%)

10人以上

1(10%)

問13．COVID-19患者を担当している1人の言語聴覚士が1日に介入するCOVID-19患者

の人数

1～3人 10人以上



30分以上 45分未満

5(50%)
45分以上 60分未満

3(30%)

30分未満

1(10%)

1時間以上

1(10%)

問14．COVID-19患者1人に対し言語聴覚療法1単位を施行する場合に必要となる

合計時間（情報収集やPPEの着脱、診療録への記載など含む）

30分以上 45分未満 45分以上 60分未満 30分未満 1時間以上

※言語聴覚療法1単位20分に、リハビリテー

ションの準備や感染対策、診療録への記載な

どを加えたおおよその合計所要時間。摂食機

能療法で算定している場合はリハビリテー

ションの実施時間を20分に置き換えて算出。
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発症日から特定の日数を経過した後

依頼があった場合は制限なく介入する

必要性の高い患者のみ選定

発熱や呼吸器症状など軽快後

特定の領域のみ選定

問15．COVID-19患者における言語聴覚士の介入基準
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患者との距離、自分の立ち位置に注意する

COVID-19患者への介入は一日の最後に行う

エアロゾルが発生しやすい手技（咳嗽、ハッフィングなど）の制限

患者もマスクを装着したまま介入

問16．COVID-19患者のリハビリテーションにおける感染対策

その他の回答：

・自主トレができる人は自主トレを積極的に進め、STの介入頻度を減らす。食事形態のアップだけでよさそうな患者にはフロー

チャートを使用し、病棟で食事アップ（STは後方支援）。
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身体的疲労や精神的ストレスの過多

他施設の状況やCOVID-19に関する情報の不足

言語聴覚士の感染リスクについての他職種の理解

COVID-19患者に介入する言語聴覚士の手当など給与面

プライベートでの行動制限

感染対策に関する具体的方法

個人防護具の不足

問17．COVID-19患者のリハビリテーションに関し、不安に思うこと、

改善した方がいいと思う点

その他の回答：

・介入するSTが感染するという不安はありません。しかし介入するタイミングが一般の誤嚥性肺炎の患者よりも遅れることにより、どう

しても十分なリハビリテーションができないというジレンマがあります。そのために助かる命も助からなかったという経験もあり、感染

症患者のリハビリの難しさを痛感しています。また高齢のCOVID患者さんが入院せず施設や家庭で過ごしているうちに、食べられなく

なったり廃用が進んでしまうケースが本当に多いです。そうなってから介入してもなかなか経口摂取もADLも改善せずに療養型病院に転

院とケースが多いです。どうしたらよいのかわかりませんが、COVIDにかかった高齢者は誤嚥のリスクが高いということが世の中に広く

知られるようになり、罹患後早期の嚥下スクリーニングの実施や代替栄養の検討が行われるようになることを切に願います。



【間接的な介入のみの医療機関】　回答数：11

　※言語聴覚士がCOVID-19患者と対面でリハビリテーションを実施していないが、

　　個々の症例についての相談に応じる、映像をモニタリングしケアのアドバイスをするなど、

　　間接的に介入している医療機関

6～10名

4(37%)

5名

3(27%)

11名以上

2(18%)

3名

2(18%)

問18．在籍する言語聴覚士(非常勤・時短勤務など含む)の人数

6～10名 5名 11名以上 3名
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個々の症例についての相談に応じる

診療録などを閲覧し言語聴覚士としての視点からアドバイスをする

病室のカメラ映像などをモニタリングする

テレビ電話などICTを活用する

食事評価はNsの介助する様子を観察して評価する

問19．COVID-19患者に対する言語聴覚士の介入方法

その他の回答：隔離解除からは通常介入

1～3件

9(82%)

4～6件

2(18%)

問20．1ヶ月あたりのCOVID-19患者に対する間接的な介入の依頼件数

1～3件 4～6件



特にそのような要請はない

6(67%)

直接的な介入をして

ほしいと要請がある

2(22%)

流行初期にはあった

1(11%)

問21．所属機関からCOVID-19患者に対し直接的な介入をしてほしいと要請を

受けているか

特にそのような要請はない

直接的な介入をしてほしいと要請がある

流行初期にはあった

その他の回答：

・要請という形ではないが現場レベルで介入してほしいという声はある

・検討の結果、間接介入となった
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感染対策に関する具体的方法

プライベートでの行動制限

身体的疲労や精神的ストレスの過多

COVID-19患者に介入する言語聴覚士の手当など給与面

言語聴覚士の感染リスクについての他職種の理解

他施設の状況やCOVID-19に関する情報の不足

ICT活用によるリハビリテーションの提供

介入する事で非感染患者への介入が難しくなる等業務遂行上の問題解決

個人防護具の不足

問22．COVID-19患者に言語聴覚士が直接的な介入をするとなった場合、

不安に思うことや改善した方がいいと思う点



【COVID-19患者への言語聴覚士の介入がない医療機関】　回答数：11

特にそのような要請はない

8(80%)

介入をしてほしいと

要請がある

2(20%)

問24．COVID-19患者に対し介入してほしいと要請を受けているか

特にそのような要請はない

介入をしてほしいと要請がある

その他の回答：

・PTOTは介入あり。STはpost COVIDの介入は現状行っている
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COVID-19患者に介入する言語聴覚士の手当など給与面

言語聴覚士の感染リスクについての他職種の理解

感染対策に関する具体的方法

身体的疲労や精神的ストレスの過多

プライベートでの行動制限

ICT活用によるリハビリテーションの提供

他施設の状況やCOVID-19に関する情報の不足

個人防護具の不足

問25．COVID-19患者に言語聴覚士が介入をするとなった場合、不安に思うことや

改善した方がいいと思う点

その他の回答：

・専任は困難なため、他病棟も回ることに不安がある。1人でも陽性になった場合、スタッフが全く足りない。

3名

5(46%)

4名

2(18%)

2名

1(9%)

5名

1(9%)

6～10名

1(9%)

11名以上

1(9%)

問23．在籍する言語聴覚士(非常勤・時短勤務など含む)の人数

3名 4名 2名 5名 6～10名 11名以上


